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	応用
	抗原情報
	背景
	トロンボキサンA2受容体（TBXA2R）ホモサピエンス この遺伝子はGタンパク質共役受容体ファミリーのメンバーをコードしています。このタンパク質はトロンボキサンA2と相互作用して血小板凝集を誘導し、止血を制御します。この遺伝子の変異は出血性疾患を引き起こします。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2009年10月],疾患：TBXA2Rの欠陥は、優性遺伝性の出血性疾患の原因です[MIM:188070]。,機能：血小板凝集の強力な刺激因子であるトロンボキサンA2（TXA2）の受容体です。この受容体の活性は、ホスファチジルイノシトール-カルシウムセカンドメッセンジャーシステムを活性化するGタンパク質によって媒介されます。腎臓において、TXA2は糸球体TP受容体に結合し、強い血管収縮を引き起こす。ホスホリパーゼCを活性化する。アイソフォーム1はアデニル酸シクラーゼを活性化し、アイソフォーム2はアデニル酸シクラーゼを阻害する。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,
	研究分野
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	PC12細胞溶解液のウエスタンブロット分析、TA2Rウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

